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【手続補正１】
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の実行可能データフローグラフと第２の実行可能データフローグラフとの間の差異
を表示する方法であって、各データフローグラフは前記データフローグラフにより受信さ
れるデータレコードを処理するように実行可能であり、各データフローグラフはデータ処
理部品を表す１つ又は複数のノードと部品間のデータレコードの流れを表す１つ又は複数
のリンクとを含み、前記方法は、
　前記第１のデータフローグラフと前記第２のデータフローグラフとの間の１つ又は複数
の差異を特定するために前記第１の実行可能データフローグラフの仕様と前記第２の実行
可能データフローグラフの仕様とをコンピュータにより比較することであって、
　所与の実行可能データフローグラフの前記仕様は、前記データフローグラフにより処理
されるデータレコードのソースをそれぞれが表す１つ又は複数のノードと、前記データレ
コードのソースからの前記データレコードを処理するために行われる操作を規定するよう
に構成可能なデータ処理部品をそれぞれが表す１つ又は複数のノードと、前記データフロ
ーグラフにより処理されるデータレコードの送信先をそれぞれが表す１つ又は複数のノー
ドと、を規定し、前記データフローグラフは、実行されたとき、（１）前記データレコー
ドのソースによって示されるデータソースからのデータレコードを受信及び処理し、及び
（２）処理されたデータレコードを前記送信先によって示されるデータシンクに提供する
ように構成され、
　前記第１のデータフローグラフと前記第２のデータフローグラフとの前記仕様の前記比
較することは、
　（１）前記第２のデータフローグラフのいかなるノードにも対応しない前記第１のデー
タフローグラフの特定ノードを特定することであって、前記特定された特定ノードは、デ
ータレコードを処理するために行われる操作を規定するように構成可能なデータ処理部品
を表す、特定することと、
　（２）前記第２のデータフローグラフのいかなるリンクにも対応しない前記第１のデー
タフローグラフの特定リンクを特定することであって、前記特定された特定リンクは、前
記第１のデータフローグラフのノードによって表される部品間のデータレコードの流れを
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表す、特定することと、
　（３）前記第２のデータフローグラフの第２のノードに対応する前記第１のデータフロ
ーグラフの第１のノードを特定することであって、前記特定された第１のノードは、デー
タレコードを処理するために行われる操作を規定するように構成可能なデータ処理部品を
表す、特定すること、及び前記第１のノードと前記第２のノードとの間の差異を特定する
ことと、
　（４）前記第２のデータフローグラフの第２のリンクに対応する前記第１のデータフロ
ーグラフの第１のリンクを特定することであって、前記特定された第１のリンクは、前記
第１のデータフローグラフのノードによって表される部品間のデータレコードの流れを表
す、特定すること、及び前記第１のリンクと前記第２のリンクとの間の差異を特定するこ
とと、のうちの少なくとも１つを含む、前記比較することと、さらに前記コンピュータに
より、
　前記第１のデータフローグラフ又は前記第２のデータフローグラフの前記ノード又はリ
ンクの少なくとも一部のグラフィック表現を定式化することであって、前記グラフィック
表現は、（１）前記特定された特定ノード又はリンク、又は（２）前記第１のノード又は
リンクと前記第２のノード又はリンクとの間の前記特定された差異のうちの少なくとも１
つのグラフィック指標を含む、定式化することと、
　前記グラフィック表現をグラフ編集インターフェース内に表示することと、を含む方法
。
【請求項２】
　前記第１のデータフローグラフは特定データフローグラフの第１のバージョンであり、
前記第２のデータフローグラフは前記特定データフローグラフの第２のバージョンである
、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のノード又はリンクと前記第２のノード又はリンクとの間の差異を特定するこ
とは、前記第１のノード又はリンクの解決されたパラメータと前記第２のノード又はリン
クの解決されたパラメータとの間の差異を特定することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のノード又はリンクと前記第２のノード又はリンクとの間の差異を特定するこ
とは、前記第１のノード又はリンクのパラメータの表現と前記第２のノード又はリンクの
パラメータの表現との間の差異を特定することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記グラフィック指標は前記グラフィック表現内の前記第１、第２、又は特定ノード又
はリンクの色である、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記グラフィック指標の前記色は前記第１のノード又はリンクと前記第２のノード又は
リンクとの前記特定された差異のタイプを示す、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記グラフィック指標は前記グラフィック表現内の前記第１、第２、又は特定ノード又
はリンクのシェーディング又はフィルである、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記グラフィック指標は前記第１、第２、又は特定ノード又はリンク近傍に位置するシ
ンボルを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記グラフィック指標はユーザ相互作用に応答する、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記グラフィック指標とのユーザ相互作用に応答する前記特定された差異を示す情報へ
のアクセスを可能にすることを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のデータフローグラフは第１のデータフローサブグラフを含み、前記第２のデ
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ータフローグラフは第２のデータフローサブグラフを含む、請求項１に記載の方法であっ
て、
　前記第１のデータフローサブグラフの仕様と前記第２のデータフローサブグラフの仕様
とを比較することと、
　この比較に基づき、前記第１のデータフローサブグラフと前記第２のデータフローサブ
グラフとの間の１つ又は複数の差異を特定することと、を含む方法。
【請求項１２】
　前記グラフィック表現は前記第１のデータフローサブグラフの少なくとも一部分又は前
記第２のデータフローサブグラフの少なくとも一部分のグラフィック表現を含み、前記グ
ラフィック表現は前記第１のデータフローサブグラフと前記第２のデータフローサブグラ
フとの間の前記特定された差異のうちの少なくとも１つのグラフィック指標を含む、請求
項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記グラフィック表現は、前記第１のデータフローグラフと前記第２のデータフローグ
ラフとの間の前記特定された差異のうちの少なくとも１つと前記第１のデータフローサブ
グラフと前記第２のデータフローサブグラフとの間の前記特定された差異のうちの少なく
とも１つとの階層的表示を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１のデータフローグラフの前記仕様と前記第２のデータフローグラフの前記仕様
とを比較することは、前記第１のデータフローグラフにより参照される第１のファイルと
前記第２のデータフローグラフにより参照される第２のファイルとを比較することを含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記グラフィック表現は前記第１のファイルと前記第２のファイルとの間の１つ又は複
数の差異のグラフィック表現を含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　第２のノード又はリンクに対応する第１のノード又はリンクを特定することは、（１）
前記第１のノード又はリンク及び前記第２のノード又はリンクの名前と、（２）前記第１
のノード又はリンク及び前記第２のノード又はリンクの識別子とのうちの１つ又は複数に
基づき前記第１のノードを特定することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　第２のノード又はリンクに対応する第１のノード又はリンクを特定することは、前記第
１のノード及び前記第２のノード内への又はそこからのデータレコードの流れと関連する
情報に基づき前記第１のノードを特定することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　第２のノード又はリンクに対応する第１のノード又はリンクを特定することは、前記第
１のノード又はリンク及び前記第２のノード又はリンクの上流側又は下流側にあるノード
又はリンクに基づき前記第１のノード又はリンクを特定することを含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項１９】
　実行のための前記第１のデータフローグラフ及び前記第２のデータフローグラフを準備
することと、
　前記準備された第１及び第２のデータフローグラフの前記仕様を比較することと、を含
む請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　コンピュータに第１の実行可能データフローグラフと第２の実行可能データフローグラ
フとの間の差異を表示させるための命令を格納する非一時的コンピュータ可読媒体であっ
て、各データフローグラフは前記データフローグラフにより受信されるデータレコードを
処理するように実行可能であり、各データフローグラフはデータ処理部品を表す１つ又は
複数のノードと部品間のデータレコードの流れを表す１つ又は複数のリンクとを含む、非
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一時的コンピュータ可読媒体において、
　前記命令は、前記コンピュータに、前記第１のデータフローグラフと前記第２のデータ
フローグラフとの間の１つ又は複数の差異を特定するために前記第１の実行可能データフ
ローグラフの仕様と前記第２の実行可能データフローグラフの仕様とを比較させ、
　所与の実行可能データフローグラフの前記仕様は、前記データフローグラフにより処理
されるデータレコードのソースをそれぞれが表す１つ又は複数のノードと、前記データレ
コードのソースからの前記データレコードを処理するために行われる操作を規定するよう
に構成可能なデータ処理部品をそれぞれが表す１つ又は複数のノードと、前記データフロ
ーグラフにより処理されるデータレコードの送信先をそれぞれが表す１つ又は複数のノー
ドと、を規定し、前記データフローグラフは、実行されたとき、（１）前記データレコー
ドのソースによって示されるデータソースからのデータレコードを受信及び処理し、及び
（２）処理されたデータレコードを前記送信先によって示されるデータシンクに提供する
ように構成され、
　前記第１のデータフローグラフと前記第２のデータフローグラフとの前記仕様の前記比
較することは、
　（１）前記第２のデータフローグラフのいかなるノードにも対応しない前記第１のデー
タフローグラフの特定ノードを特定することであって、前記特定されたノードは、データ
レコードを処理するために行われる操作を規定するように構成可能なデータ処理部品を表
す、特定することと、
　（２）前記第２のデータフローグラフのいかなるリンクにも対応しない前記第１のデー
タフローグラフの特定リンクを特定することであって、前記特定されたリンクは、前記第
１のデータフローグラフのノードによって表される部品間のデータレコードの流れを表す
、特定することと、
　（３）前記第２のデータフローグラフの第２のノードに対応する前記第１のデータフロ
ーグラフの第１のノードを特定することであって、前記特定された第１のノードは、デー
タレコードを処理するために行われる操作を規定するように構成可能なデータ処理部品を
表す、特定すること、及び、前記第１のノードと前記第２のノードとの間の差異を特定す
ることと、
　（４）前記第２のデータフローグラフの第２のリンクに対応する前記第１のデータフロ
ーグラフの第１のリンクを特定することであって、前記特定された第１のリンクは、前記
第１のデータフローグラフのノードによって表される部品間のデータレコードの流れを表
す、特定すること、及び前記第１のリンクと前記第２のリンクとの間の差異を特定するこ
とと、のうちの少なくとも１つを含み、前記命令はさらに前記コンピュータに、
　前記第１のデータフローグラフ又は前記第２のデータフローグラフの前記ノード又はリ
ンクの少なくとも一部のグラフィック表現を定式化させ、前記グラフィック表現は、（１
）前記特定された特定ノード又はリンク、又は（２）前記第１のノード又はリンクと前記
第２のノード又はリンクとの間の前記特定された差異のうちの少なくとも１つのグラフィ
ック指標を含み、
　前記命令はさらに前記コンピュータに、前記グラフィック表現をグラフ編集インターフ
ェース内に表示させる、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２１】
　第１の実行可能データフローグラフと第２の実行可能データフローグラフとの間の差異
を表示するためのシステムであって、各データフローグラフは前記データフローグラフに
より受信されるデータレコードを処理するように実行可能であり、各データフローグラフ
はデータ処理部品を表す１つ又は複数のノードと部品間のデータレコードの流れを表す１
つ又は複数のリンクとを含む、システムにおいて、前記システムは、
　前記第１のデータフローグラフと前記第２のデータフローグラフとの間の１つ又は複数
の差異を特定するために前記第１の実行可能データフローグラフの仕様と前記第２の実行
可能データフローグラフの仕様とを比較するように構成された１つ又は複数のプロセッサ
及びメモリを含み：
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　所与の実行可能データフローグラフの前記仕様は、前記データフローグラフにより処理
されるデータレコードのソースをそれぞれが表す１つ又は複数のノードと、前記データレ
コードのソースからの前記データレコードを処理するために行われる操作を規定するよう
に構成可能なデータ処理部品をそれぞれが表す１つ又は複数のノードと、前記データフロ
ーグラフにより処理されるデータレコードの送信先をそれぞれが表す１つ又は複数のノー
ドと、を規定し、前記データフローグラフは、実行されたとき、（１）前記データレコー
ドのソースによって示されるデータソースからのデータレコードを受信及び処理し、及び
（２）処理されたデータレコードを前記送信先によって示されるデータシンクに提供する
ように構成され、
　前記第１のデータフローグラフと前記第２のデータフローグラフとの前記仕様の前記比
較することは、
　（１）前記第２のデータフローグラフのいかなるノードにも対応しない前記第１のデー
タフローグラフの特定ノードを特定することであって、前記特定されたノードは、データ
レコードを処理するために行われる操作を規定するように構成可能なデータ処理部品を表
す、特定することと、
　（２）前記第２のデータフローグラフのいかなるリンクにも対応しない前記第１のデー
タフローグラフの特定リンクを特定することであって、前記特定されたリンクは、前記第
１のデータフローグラフのノードによって表される部品間のデータレコードの流れを表す
、特定することと、
　（３）前記第２のデータフローグラフの第２のノードに対応する前記第１のデータフロ
ーグラフの第１のノードを特定することであって、前記特定された第１のノードは、デー
タレコードを処理するために行われる操作を規定するように構成可能なデータ処理部品を
表す、特定すること、及び、前記第１のノードと前記第２のノードとの間の差異を特定す
ることと、
　（４）前記第２のデータフローグラフの第２のリンクに対応する前記第１のデータフロ
ーグラフの第１のリンクを特定することであって、前記特定された第１のリンクは、前記
第１のデータフローグラフのノードによって表される部品間のデータレコードの流れを表
す、特定すること、及び前記第１のリンクと前記第２のリンクとの間の差異を特定するこ
とと、のうちの少なくとも１つを含み、前記プロセッサ及びメモリはさらに、
　前記第１のデータフローグラフ又は前記第２のデータフローグラフの前記ノード又はリ
ンクの少なくとも一部のグラフィック表現を定式化するように構成され、前記グラフィッ
ク表現は、（１）前記特定された特定ノード又はリンク、又は（２）前記第１のノード又
はリンクと前記第２のノード又はリンクとの間の前記特定された差異のうちの少なくとも
１つのグラフィック指標を含み、
　前記プロセッサ及びメモリはさらに、前記グラフィック表現をグラフ編集インターフェ
ース内に表示するように構成される、システム。
【請求項２２】
　第１の実行可能データフローグラフと第２の実行可能データフローグラフとの間の差異
を表示するための、１つ又は複数のプロセッサ及びメモリを含むシステムであって、各デ
ータフローグラフは前記データフローグラフにより受信されるデータレコードを処理する
ように実行可能であり、各データフローグラフはデータ処理部品を表す１つ又は複数のノ
ードと部品間のデータレコードの流れを表す１つ又は複数のリンクとを含む、システムに
おいて、前記システムは、
　前記第１のデータフローグラフと前記第２のデータフローグラフとの間の１つ又は複数
の差異を特定するために前記第１の実行可能データフローグラフの仕様と前記第２の実行
可能データフローグラフの仕様とを比較する手段を含み、
　所与の実行可能データフローグラフの前記仕様は、前記データフローグラフにより処理
されるデータレコードのソースをそれぞれが表す１つ又は複数のノードと、前記データレ
コードのソースからの前記データレコードを処理するために行われる操作を規定するよう
に構成可能なデータ処理部品をそれぞれが表す１つ又は複数のノードと、前記データフロ
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ーグラフにより処理されるデータレコードの送信先をそれぞれが表す１つ又は複数のノー
ドと、を規定し、前記データフローグラフは、実行されたとき、（１）前記データレコー
ドのソースによって示されるデータソースからのデータレコードを受信及び処理し、及び
（２）処理されたデータレコードを前記送信先によって示されるデータシンクに提供する
ように構成され、
　前記第１のデータフローグラフと前記第２のデータフローグラフとの前記仕様の前記比
較することは、
　（１）前記第２のデータフローグラフのいかなるノードにも対応しない前記第１のデー
タフローグラフの特定ノードを特定することであって、前記特定されたノードは、データ
レコードを処理するために行われる操作を規定するように構成可能なデータ処理部品を表
す、特定することと、
　（２）前記第２のデータフローグラフのいかなるリンクにも対応しない前記第１のデー
タフローグラフの特定リンクを特定することであって、前記特定されたリンクは、前記第
１のデータフローグラフのノードによって表される部品間のデータレコードの流れを表す
、特定することと、
　（３）前記第２のデータフローグラフの第２のノードに対応する前記第１のデータフロ
ーグラフの第１のノードを特定することであって、前記特定された第１のノードは、デー
タレコードを処理するために行われる操作を規定するように構成可能なデータ処理部品を
表す、特定すること、及び、前記第１のノードと前記第２のノードとの間の差異を特定す
ることと、
　（４）前記第２のデータフローグラフの第２のリンクに対応する前記第１のデータフロ
ーグラフの第１のリンクを特定することであって、前記特定された第１のリンクは、前記
第１のデータフローグラフのノードによって表される部品間のデータレコードの流れを表
す、特定すること、及び前記第１のリンクと前記第２のリンクとの間の差異を特定するこ
とと、のうちの少なくとも１つを含み、前記システムはさらに、
　前記第１のデータフローグラフ又は前記第２のデータフローグラフの前記ノード又はリ
ンクの少なくとも一部のグラフィック表現を定式化する手段であって、前記グラフィック
表現は、（１）前記特定された特定ノード又はリンク、又は（２）前記第１のノード又は
リンクと前記第２のノード又はリンクとの間の前記特定された差異のうちの少なくとも１
つのグラフィック指標を含む、手段と、
　前記グラフィック表現をグラフ編集インターフェース内に表示する手段とを含む、シス
テム。
【請求項２３】
　実行可能データフローグラフの第１のバージョンと実行可能データフローグラフの第２
のバージョンとの間の差異を表示する方法であって、前記データフローグラフは前記デー
タフローグラフにより受信されたデータレコードを処理するように実行可能であり、前記
データフローグラフの各バージョンはデータ処理部品を表す１つ又は複数のノードと部品
間のデータレコードの流れを表す１つ又は複数のリンクとを含む、方法において、前記方
法は、
　データレコードを処理するために実行され得る１つ又は複数の操作を含むジョブの状態
を統合コントロールシステムにより監視することであって、前記ジョブは前記実行可能デ
ータフローグラフの前記第１のバージョンに関連付けられる、監視することと、
　前記ジョブの前記状態を示す情報の出力を可能にすることと、
　前記統合コントロールシステム又は前記出力された情報とのユーザ相互作用に応答して
、
　前記実行可能データフローグラフの前記第２のバージョンを特定することと、
　前記データフローグラフの前記第１のバージョンと前記データフローグラフの前記第２
のバージョンとの間の１つ又は複数の差異を特定するために前記データフローグラフの前
記第１のバージョンの仕様と前記データフローグラフの前記第２のバージョンの仕様とを
比較することとを含む方法において、
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　所与の実行可能データフローグラフの前記仕様は、前記データフローグラフにより処理
されるデータレコードのソースをそれぞれが表す１つ又は複数のノードと、前記データレ
コードのソースからの前記データレコードを処理するために行われる操作を規定するよう
に構成可能なデータ処理部品をそれぞれが表す１つ又は複数のノードと、前記データフロ
ーグラフにより処理されるデータレコードの送信先をそれぞれが表す１つ又は複数のノー
ドと、を規定し、前記データフローグラフは、実行されたとき、（１）前記データレコー
ドのソースによって示されるデータソースからのデータレコードを受信及び処理し、及び
（２）処理されたデータレコードを前記送信先によって示されるデータシンクに提供する
ように構成され、
　前記データフローグラフの前記第１のバージョンと前記データフローグラフの前記第２
のバージョンとの前記仕様の前記比較することは、
　（１）前記データフローグラフの前記第２のバージョンのいかなるノードにも対応しな
い前記データフローグラフの前記第１のバージョンの第１のノードを特定することであっ
て、前記特定された第１のノードは、データレコードを処理するために行われる操作を規
定するように構成可能なデータ処理部品を表す、特定することと、
　（２）前記データフローグラフの前記第２のバージョンのいかなるリンクにも対応しな
い前記データフローグラフの前記第１のバージョンの第１のリンクを特定することであっ
て、前記特定された第１のリンクは、前記第１のデータフローグラフのノードによって表
される部品間のデータレコードの流れを表す、特定することと、
　（３）前記データフローグラフの前記第１のバージョンのいかなるノードにも対応しな
い前記データフローグラフの前記第２のバージョンの第２のノードを特定することであっ
て、前記特定された第２のノードは、データレコードを処理するために行われる操作を規
定するように構成可能なデータ処理部品を表す、特定することと、
　（４）前記データフローグラフの前記第１のバージョンのいかなるリンクにも対応しな
い前記データフローグラフの前記第２のバージョンの第２のリンクを特定することであっ
て、前記特定された第２のリンクは、前記第２のデータフローグラフのノードによって表
される部品間のデータレコードの流れを表す、特定することと、
　（５）前記データフローグラフの前記第２のバージョンの第４のノードに対応する前記
データフローグラフの前記第１のバージョンの第３のノードを特定することであって、前
記特定された第３のノードは、データレコードを処理するために行われる操作を規定する
ように構成可能なデータ処理部品を表す、特定すること、及び、前記第３のノードと前記
第４のノードとの間の差異を特定することと、
　（６）前記データフローグラフの前記第２のバージョンの第４のリンクに対応する前記
データフローグラフの前記第１のバージョンの第３のリンクを特定することであって、前
記特定された第３のリンクは、前記第１のデータフローグラフのノードによって表される
部品間のデータレコードの流れを表す、特定すること、及び、前記第３のリンクと前記第
４のリンクとの間の差異を特定することと、のうちの少なくとも１つを含み、前記方法は
さらに、
　前記データフローグラフの前記第１のバージョンの前記ノード又はリンク又は前記デー
タフローグラフの前記第２のバージョンの少なくとも一部のグラフィック表現を定式化す
ることであって、前記グラフィック表現は、（１）前記特定された第１のノード又はリン
ク、（２）前記特定された第２のノード又はリンク、（３）前記第３のノード又はリンク
と前記第４のノード又はリンクとの間の前記特定された差異のうちの少なくとも１つのグ
ラフィック指標を含む、定式化すること、を含む方法。
【請求項２４】
　既に実行されたジョブは前記データフローグラフの前記第２のバージョンに関連付けら
れる、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記グラフ表示は前記特定された差異のうちの１つ又は複数の差異の階層的表示を含む
、請求項２３に記載の方法。
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【請求項２６】
　前記統合コントロールシステムのユーザインターフェース内の表示のための前記グラフ
ィック表現を定式化することを含む請求項２３に記載の方法。
【請求項２７】
　前記データフローグラフの前記第１のバージョンと前記データフローグラフの前記第２
のバージョンとの間の差異を特定することは、前記データフローグラフの前記第１のバー
ジョンの解決されたパラメータと前記データフローグラフの前記第２のバージョンの解決
されたパラメータとの間の差異を特定することを含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２８】
　前記データフローグラフの前記第１のバージョンと前記データフローグラフの前記第２
のバージョンとの間の差異を特定することは、前記データフローグラフの前記第１のバー
ジョンのパラメータの表現と前記データフローグラフの前記第２のバージョンのパラメー
タの表現との間の差異を特定することを含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２９】
　前記データフローグラフの前記第１のバージョンと前記データフローグラフの前記第２
のバージョンとの間の差異を特定することは、前記データフローグラフの前記第１のバー
ジョンにより参照される第１のファイルと前記データフローグラフの前記第２のバージョ
ンにより参照される第２のファイルとの間の差異を特定することを含む、請求項２３に記
載の方法。
【請求項３０】
　前記ジョブの前記状態を監視することは、前記ジョブの活動、前記ジョブの実際の開始
時間、前記ジョブの推定開始時間、前記ジョブに関連する処理期間、及び前記ジョブのサ
イズのうちの１つ又は複数を監視することを含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項３１】
　前記ジョブの前記状態を監視することは前記ジョブが成功裡に完了したかどうかを判断
することを含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項３２】
　アプリケーションの状態を監視することを含む請求項２３に記載の方法であって、前記
ジョブは前記アプリケーションに関連付けられる、方法。
【請求項３３】
　コンピュータ装置の状態を監視することを含む請求項２３に記載の方法であって、前記
アプリケーションは前記コンピュータ装置によりホストされる、方法。
【請求項３４】
　前記第１のノード又はリンクと前記第２のノード又はリンクとの間の差異を特定するこ
とは、前記第１のノード又はリンクの解決されたパラメータと前記第２のノード又はリン
クの解決されたパラメータとの間の差異を特定することを含む、請求項２０に記載の非一
時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３５】
　前記第１のノード又はリンクと前記第２のノード又はリンクとの間の差異を特定するこ
とは、前記第１のノード又はリンクのパラメータの表現と前記第２のノード又はリンクの
パラメータの表現との間の差異を特定することを含む、請求項２０に記載の非一時的コン
ピュータ可読媒体。
【請求項３６】
　前記グラフィック指標はユーザ相互作用に応答する、請求項２０に記載の非一時的コン
ピュータ可読媒体。
【請求項３７】
　前記命令は、前記コンピュータに前記グラフィック指標とのユーザ相互作用に応答する
前記特定された差異を示す情報へのアクセスを可能にさせる、請求項３６に記載の非一時
的コンピュータ可読媒体。
【請求項３８】
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　前記第１のデータフローグラフは第１のデータフローサブグラフを含み、前記第２のデ
ータフローグラフは第２のデータフローサブグラフを含む、請求項２０に記載の非一時的
コンピュータ可読媒体において、
　前記命令は、前記コンピュータに、前記第１のデータフローサブグラフの仕様と前記第
２のデータフローサブグラフの仕様とを比較させ、
　この比較に基づき、前記第１のデータフローサブグラフと前記第２のデータフローサブ
グラフとの間の１つ又は複数の差異を特定させる、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３９】
　前記グラフィック表現は前記第１のデータフローサブグラフの少なくとも一部分又は前
記第２のデータフローサブグラフの少なくとも一部分のグラフィック表現を含み、前記グ
ラフィック表現は前記第１のデータフローサブグラフと前記第２のデータフローサブグラ
フとの間の前記特定された差異のうちの少なくとも１つのグラフィック指標を含む、請求
項３８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４０】
　前記グラフィック表現は、前記第１のデータフローグラフと前記第２のデータフローグ
ラフとの間の前記特定された差異のうちの少なくとも１つと前記第１のデータフローサブ
グラフと前記第２のデータフローサブグラフとの間の前記特定された差異のうちの少なく
とも１つとの階層的表示を含む、請求項３８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４１】
　第２のノード又はリンクに対応する第１のノード又はリンクを特定することは、（１）
前記第１のノード又はリンク及び前記第２のノード又はリンクの名前と、（２）前記第１
のノード又はリンク及び前記第２のノード又はリンクの識別子とのうちの１つ又は複数に
基づき前記第１のノードを特定することを含む、請求項２０に記載の非一時的コンピュー
タ可読媒体。
【請求項４２】
　第２のノード又はリンクに対応する第１のノード又はリンクを特定することは、前記第
１のノード及び前記第２のノード内への又はそこからのデータレコードの流れと関連する
情報に基づき前記第１のノードを特定することを含む、請求項２０に記載の非一時的コン
ピュータ可読媒体。
【請求項４３】
　第２のノード又はリンクに対応する第１のノード又はリンクを特定することは、前記第
１のノード又はリンク及び前記第２のノード又はリンクの上流側又は下流側にあるノード
又はリンクに基づき前記第１のノード又はリンクを特定することを含む、請求項２０に記
載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４４】
　前記命令は、前記コンピュータに、実行のための前記第１のデータフローグラフ及び前
記第２のデータフローグラフを準備させ、
　前記準備された第１及び第２のデータフローグラフの前記仕様を比較させる、請求項２
０に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４５】
　前記第１のノード又はリンクと前記第２のノード又はリンクとの間の差異を特定するこ
とは、前記第１のノード又はリンクの解決されたパラメータと前記第２のノード又はリン
クの解決されたパラメータとの間の差異を特定することを含む、請求項２１に記載のシス
テム。
【請求項４６】
　前記第１のノード又はリンクと前記第２のノード又はリンクとの間の差異を特定するこ
とは、前記第１のノード又はリンクのパラメータの表現と前記第２のノード又はリンクの
パラメータの表現との間の差異を特定することを含む、請求項２１に記載のシステム。
【請求項４７】
　前記グラフィック指標はユーザ相互作用に応答する、請求項２１に記載のシステム。
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【請求項４８】
　前記１つ又は複数のプロセッサ及びメモリは、前記グラフィック指標とのユーザ相互作
用に応答する前記特定された差異を示す情報へのアクセスを可能にするように構成される
、請求項４７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４９】
　前記第１のデータフローグラフは第１のデータフローサブグラフを含み、前記第２のデ
ータフローグラフは第２のデータフローサブグラフを含む、請求項２１に記載のシステム
であって、
　前記１つ又は複数のプロセッサ及びメモリは、前記第１のデータフローサブグラフの仕
様と前記第２のデータフローサブグラフの仕様とを比較し、
　この比較に基づき、前記第１のデータフローサブグラフと前記第２のデータフローサブ
グラフとの間の１つ又は複数の差異を特定するように構成される、システム。
【請求項５０】
　前記グラフィック表現は前記第１のデータフローサブグラフの少なくとも一部分又は前
記第２のデータフローサブグラフの少なくとも一部分のグラフィック表現を含み、前記グ
ラフィック表現は前記第１のデータフローサブグラフと前記第２のデータフローサブグラ
フとの間の前記特定された差異のうちの少なくとも１つのグラフィック指標を含む、請求
項４９に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項５１】
　前記グラフィック表現は、前記第１のデータフローグラフと前記第２のデータフローグ
ラフとの間の前記特定された差異のうちの少なくとも１つと前記第１のデータフローサブ
グラフと前記第２のデータフローサブグラフとの間の前記特定された差異のうちの少なく
とも１つとの階層的表示を含む、請求項４９に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項５２】
　第２のノード又はリンクに対応する第１のノード又はリンクを特定することは、（１）
前記第１のノード又はリンク及び前記第２のノード又はリンクの名前と、（２）前記第１
のノード又はリンク及び前記第２のノード又はリンクの識別子とのうちの１つ又は複数に
基づき前記第１のノードを特定することを含む、請求項２１に記載のシステム。
【請求項５３】
　第２のノード又はリンクに対応する第１のノード又はリンクを特定することは、前記第
１のノード及び前記第２のノード内への又はそこからのデータレコードの流れと関連する
情報に基づき前記第１のノードを特定することを含む、請求項２１に記載のシステム。
【請求項５４】
　第２のノード又はリンクに対応する第１のノード又はリンクを特定することは、前記第
１のノード又はリンク及び前記第２のノード又はリンクの上流側又は下流側にあるノード
又はリンクに基づき前記第１のノード又はリンクを特定することを含む、請求項２１に記
載のシステム。
【請求項５５】
　前記１つ又は複数のプロセッサ及びメモリは、実行のための前記第１のデータフローグ
ラフ及び前記第２のデータフローグラフを準備し、
　前記準備された第１及び第２のデータフローグラフの前記仕様を比較するように構成さ
れる、請求項２１に記載のシステム。
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